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別紙

　開園したばかりなので、法人が願う「園児の幸福のための保育」が十分ではない面もあるが、職員が工夫
や努力をして、保育にあたっていたのは感じた。今後、第三者評価を参考に皆の努力や工夫が実ることを
願っている。

【目標管理に付いて】
　年度毎・子どもの年令毎に目標を設定する保育課程。それを基にクラス毎に作成する年度の保育計画。
更に日々の日誌の記録や週のまとめから月次毎に月案で進捗管理が行われ、併せて評価・見直しがされ
ると云う目標管理の方式が運用されています。目標は保育士個々ではなくクラス毎に保育士チームとして
協働で達成に向け進められ、年度末にはその達成度の確認面接も行われます。将来的には人事考課制
度へと発展するのではと思われます。

【食育】
　保育士は子どもと一緒に食べる様にしており、子ども達が食べ物や食べ方に関心を持つ様、配慮してい
ます。又、料理の下準備(葉物をちぎる、混ぜる等)を手伝う事で食材にも興味が及ぶ様、工夫しています。
外での食事(遠足、イモ掘り＝焼き芋等)も予定されています。

◇特にコメントを要する点

【総合的な人事管理】
　法人として期待する職員像を明確に掲げており、望まれる心得を明らかにしていますが、人事基準（採
用、配置、異動、昇進・昇格等に関する基準）が明確に定められておらず、職員の専門性や職務遂行能
力、職務に関する成果や貢献度等を評価する制度は策定されていません。今後、一定の人事基準に基
づいた評価システムを構築し、評価のフィードバック面談等も行われ、そこで職員の意向・意見等も把握
し、一丸となって改善に向かう体制となる事を願ってやみません。

【中・長期計画】
　本年度開園の保育所である為、経営課題の抽出・検討には行政の助言に基づく部分もあり、事業環境
の分析、組織体制・職員体制・人材育成・設備の整備等への対応に付いて、現在の所、独自の中・長期
的な計画は明確に設定されていませんが、目指す理想を持ち、改善に向かう姿勢・意欲は大変旺盛です
ので、今後の対応に期待します。

奥田　久美子 定員(利用人数)： 60 (47) 名

【保育方針】
　理事長の信念から出た内容とされる、「豊かな心を育てる言葉」を掲げ職員に周知しています。内容は
「生活の中で言葉への興味や関心を育て、喜んで話したり聞いたりする態度や、豊かな言葉を使いましょ
う」と云う指針を６項目にまとめ、穏やかに話す・子どもの気持ちをくみ取る・叱らない・否定語は使わない・
優しく声掛け・放置しない等、一人ひとりを受容した基本的な保育態度を明記しています。

【実習生・ボランティアの受入体制】
　やはり新設と云う事で制度作成上、間に合わなかった部分であるとは思われますが、受入に関する基本
的な考え方やマニュアル・プログラムの準備は進められてはと感じます。どちらも直接、子ども達との触れ
合いは安全上、難しい部分もあると思われますが、社会貢献、或いは教育の一端を担うと云う意味では地
域との関わりの中で積極的に進められては如何でしょうか。

◇特に評価の高い点
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